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研究会報告
4-1.ポアンカレ断面 (図6)
























この ｢カオス相｣と ｢オーダー相｣が､格子ゲージ理論での ｢閉じ込め相｣と ｢非閉
じ込め相｣と､どの様な関係にあるのかを明らかにする事は重要である｡最近､非可換
格子ゲージ理論でカオスが現われることが報告されている6)｡また､カオスによるK-S
(コルモゴロフ･シナイ)エントロピーの増大と､クオーク ･グルーオン ･プラズマで
の多重発生機構との関係も議論されている｡このように素粒子の現象のなかには､カオ
スと深く関わるものが存在しており､これらは今後の研究課題である｡しかしながら､
現在なされている議論は古典カオスのレベ/レであり､量子系への拡張という難しい問題
がある｡また､大自由度系の時空カオスを､どの様に捉えたらよいのかという基本的な
問題もある｡
一方､観点を変えれば､sU(2)ヤンミルズ ･ヒッグス場方程式は､いわば非線形現象の
両極にあるカオスとソリトンが共存する系を記述しており､非線形物理としても興味あ
る対象である. また､ハミルトン系の時空カオスに対するモデルと見れば､モノポール
のために非均一な空間でのカオス問題であり､新しい内容を含んでいる可能性があるだ
ろう7)0
終わりに､本研究は､九州大学教養部の太田正之輔氏との共同研究であることを申し
添えます｡
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